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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラと、
　前記第１及び第２カメラから使用カメラを決定する決定部と、
　前記第１及び第２カメラの撮影画像を表示する表示部と
を備え、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　前記第１カメラは第１撮影範囲を有し、
　前記第２カメラは第２撮影範囲を有し、
　前記表示部は、前記使用カメラとしての前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示
している場合に、前記第２撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示し、
　前記決定部は、前記表示部の表示画面のうち、前記表示画面に表示される前記第２撮影
範囲内の領域に対して所定操作が行われたとき、前記使用カメラを前記第１カメラから前
記第２カメラに切り替える、電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記所定操作は、フォーカスを合わせる位置を指定する操作を含む、電子機器。
【請求項３】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラと、
　前記第１及び第２カメラから使用カメラを決定する決定部と、
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　前記第１及び第２カメラの撮影画像を表示する表示部と
を備え、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　前記第１カメラは第１撮影範囲を有し、
　前記第２カメラは第２撮影範囲を有し、
　前記表示部は、前記使用カメラとしての前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示
している場合に、前記第２撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示し、前記表示部の表示
画面のうち、前記表示画面に表示される前記第２撮影範囲外の領域に対して所定操作が行
われたとき、前記第２撮影範囲の表示を消去する、電子機器。
【請求項４】
　請求項３に記載の電子機器であって、
　前記所定操作は、フォーカスを合わせる位置を指定する操作を含む、電子機器。
【請求項５】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラと、
　前記第１及び第２カメラから使用カメラを決定する決定部と、
　前記第１及び第２カメラの撮影画像を表示する表示部と
を備え、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　前記第１カメラは第１撮影範囲を有し、
　前記第２カメラは第２撮影範囲を有し、
　前記表示部は、前記使用カメラとしての前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示
している場合に、前記第２撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示し、
　前記表示部が前記スルー画像を表示している場合に、前記第２撮影範囲内に人の顔が存
在するか否かの第１判定と、前記第１撮影範囲のうち、前記第２撮影範囲外の領域に人の
顔が存在するか否かの第２判定とを行う判定部をさらに備え、
　前記表示部は、前記スルー画像を表示している場合に、前記判定部が、前記第２撮影範
囲内に人の顔が存在し、かつ前記第１撮影範囲のうち、前記第２撮影範囲外の領域に人の
顔が存在しないと判定したとき、前記第２撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示する、
電子機器。
【請求項６】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラと、
　前記第１及び第２カメラから使用カメラを決定する決定部と、
　前記第１及び第２カメラの撮影画像を表示する表示部と
を備える電子機器であって、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　前記第１カメラは第１撮影範囲を有し、
　前記第２カメラは第２撮影範囲を有し、
　前記表示部は、前記使用カメラとしての前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示
している場合に、前記第２撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示し、
　前記表示部が前記スルー画像を表示している場合に、前記電子機器の姿勢が安定してい
るか否かを判定する判定部をさらに備え、
　前記表示部は、前記スルー画像を表示している場合に、前記判定部が、前記姿勢が安定
していると判定したとき、前記第２撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示する、電子機
器。
【請求項７】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラと、
　前記第１及び第２カメラから使用カメラを決定する決定部と、
　前記第１及び第２カメラの撮影画像を表示する表示部と
を備え、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
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　前記第１カメラは第１撮影範囲を有し、
　前記第２カメラは第２撮影範囲を有し、
　前記表示部は、前記使用カメラとしての前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示
している場合に、前記第２撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示し、前記スルー画像を
表示している場合に、前記表示部の表示画面のうち、前記第２撮影範囲内の被写体を表示
する領域に対して、フォーカスを合わせる位置を指定する操作が行われたとき、前記第２
撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示する、電子機器。
【請求項８】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラを備える電子機器の動作方法であって、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　使用されるカメラが前記第１カメラである場合に、当該第１カメラで撮影されるスルー
画像を表示する工程と、
　前記第２カメラの撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示する工程と、
　前記電子機器の表示画面のうち、前記表示画面に表示される前記撮影範囲内の領域に対
して所定操作が行われたとき、使用されるカメラを前記第１カメラから前記第２カメラに
切り替える工程と
を備える、電子機器の動作方法。
【請求項９】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラを備える電子機器の動作方法であって、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示する工程と、
　前記第２カメラの撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示する工程と、
　前記電子機器の表示画面のうち、前記表示画面に表示される前記撮影範囲外の領域に対
して所定操作が行われたとき、前記撮影範囲の表示を消去する工程と
備える、電子機器の動作方法。
【請求項１０】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラを備える電子機器の動作方法であって、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示する工程と、
　前記スルー画像を表示している場合に、前記第２カメラの撮影範囲内に人の顔が存在す
るか否かの判定、および前記第１カメラの撮影範囲のうち、前記第２カメラの撮影範囲外
の領域に人の顔が存在するか否かの判定を行う工程と、
　前記スルー画像を表示している場合に、前記第２カメラの撮影範囲内に人の顔が存在し
、かつ前記第１カメラの撮影範囲のうち、前記第２カメラの撮影範囲外の領域に人の顔が
存在しないと判定したとき、前記第２カメラの撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示す
る工程と
を備える、電子機器の動作方法。
【請求項１１】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラを備える電子機器の動作方法であって、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示する工程と、
　前記スルー画像を表示している場合に、前記電子機器の姿勢が安定しているか否かを判
定する工程と、
　前記スルー画像を表示している場合に、前記姿勢が安定していると判定したとき、前記
第２カメラの撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示する工程と
を備える、電子機器の動作方法。
【請求項１２】
　切り替えて使用可能な第１及び第２カメラを備える電子機器の動作方法であって、
　前記第１カメラは、前記第２カメラよりも広角に撮影できるカメラであり、
　前記第１カメラで撮影されるスルー画像を表示する工程と、
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　前記スルー画像を表示している場合に、前記電子機器の表示画面のうち、前記第２カメ
ラの撮影範囲内の被写体を表示する領域に対して、フォーカスを合わせる位置を指定する
操作が行われたとき、前記第２カメラの撮影範囲を前記スルー画像に重ねて表示する工程
と
を備える、電子機器の動作方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１にも記載されているように、従来から、カメラを有する電子機器に関して様
々な技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１０１８７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　カメラを有する電子機器において、ユーザが望む撮影画像が得られやすいことが望まれ
る。
【０００５】
　そこで、本発明は上述の点に鑑みて成されたものであり、ユーザが望む撮影画像が得ら
れやすくなる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　電子機器及び電子機器の動作方法が開示される。一の実施の形態では、電子機器は、切
り替えて使用可能な第１及び第２カメラと、第１及び第２カメラから使用カメラを決定す
る決定部と、第１及び第２カメラの撮影画像を表示する表示部とを備えている。第１カメ
ラは、第２カメラよりも広角に撮影できるカメラである。第１カメラは第１撮影範囲を有
する。第２カメラは第２撮影範囲を有する。表示部は、使用カメラとしての第１カメラで
撮影される第１スルー画像を表示している場合に、第２撮影範囲を第１スルー画像に重ね
て表示する。
【０００７】
　また、一の実施の形態では、電子機器の動作方法は、切り替えて使用可能な第１及び第
２カメラを備える電子機器の動作方法である。第１カメラは、第２カメラよりも広角に撮
影できるカメラである。電子機器の動作方法は、第１カメラで撮影されるスルー画像を表
示する工程を備える。当該工程では、第２カメラの撮影範囲が第１スルー画像に重ねられ
て表示される。
【発明の効果】
【０００８】
　ユーザが望む撮影画像が得られやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】電子機器の外観を示す斜視図である。
【図２】電子機器の外観を示す前面図である。
【図３】電子機器の外観を示す背面図である。
【図４】電子機器の構成を示すブロック図である。
【図５】広角撮影範囲と標準撮影範囲との関係を示す図である。
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【図６】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図７】表示画面の表示例を示す図である。
【図８】表示画面に対するユーザ操作の一例を示す図である。
【図９】表示画面の表示例を示す図である。
【図１０】表示画面に対するユーザ操作の一例を示す図である。
【図１１】表示画面の表示例を示す図である。
【図１２】表示画面の表示例を示す図である。
【図１３】表示画面の表示例を示す図である。
【図１４】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図１５】表示画面の表示例を示す図である。
【図１６】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図１７】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図１８】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図１９】表示画面に対するユーザ操作の一例を示す図である。
【図２０】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図２１】表示画面に対するユーザ操作の一例を示す図である。
【図２２】表示画面に対するユーザ操作の一例を示す図である。
【図２３】表示画面に対するユーザ操作の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜電子機器の外観＞
　図１～３は、それぞれ、電子機器１の外観を示す斜視図、前面図及び背面図である。電
子機器１は、例えば、スマートフォン等の携帯電話機である。図１～３に示されるように
、電子機器１は、平面視で略長方形の板状の機器ケース２を備えている。電子機器１の前
面１ａ、つまり機器ケース２の前面には、文字、記号、図形等の各種情報が表示される表
示画面（表示領域）２０が設けられている。表示画面２０の裏側には後述するタッチパネ
ル１３０が設けられている。これにより、ユーザは、電子機器１の前面１ａの表示画面２
０を指等で操作することによって、電子機器１に対して各種情報を入力することができる
。なお、ユーザは、指以外の操作子、例えば、スタイラスペンなどの静電式タッチパネル
用ペンで表示画面２０を操作することによっても、電子機器１に対して各種情報を入力す
ることができる。
【００１１】
　機器ケース２の前面の上側端部にはレシーバ穴２１が設けられている。機器ケース２の
前面の上側端部からは、後述する第３カメラ１７０が有するレンズ１７１が視認可能とな
っている。図３に示されるように、電子機器１の背面１ｂ、つまり機器ケース２の背面か
らは、後述する第１カメラ１５０及び第２カメラ１６０がそれぞれ有するレンズ１５１，
１６１が視認可能となっている。
【００１２】
　機器ケース２の前面の下側端部にはスピーカ穴２２が設けられている。機器ケース２の
内部には、複数の操作キー１４１から成る操作キー群１４０が設けられている。各操作キ
ー１４１は、押しボタンであって、その表面が、機器ケース２の前面の下側端部から露出
している。使用者は、操作キー１４１を指等で押圧することによって、電子機器１に対し
て指示を与えることができる。複数の操作キー１４１には、例えば、ホームキー、バック
キー及び履歴キーが含まれている。ホームキーは、表示画面２０にホーム画面を表示させ
るための操作キーである。バックキーは、表示画面２０の表示を一つ前の表示に切り替え
るための操作キーである。履歴キーは、電子機器１で起動されたアプリケーションの履歴
を表示画面２０に表示させるための操作キーである。
【００１３】
　＜電子機器の電気的構成＞
　図４は電子機器１の電気的構成を主に示すブロック図である。図４に示されるように、
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電子機器１には、制御部１００、無線通信部１１０、表示パネル１２０、タッチパネル１
３０、操作キー群１４０、第１カメラ１５０、第２カメラ１６０及び第３カメラ１７０が
設けられている。さらに電子機器１には、レシーバ１８０、外部スピーカ１９０、マイク
２００及び電池２１０が設けられている。電子機器１に設けられたこれらの構成要素は、
機器ケース２内に収められている。
【００１４】
　制御部１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１、ＤＳＰ（Digital Signa
l Processor）１０２及び記憶部１０３等を備える制御回路である。制御部１００は、電
子機器１の他の構成要素を制御することによって、電子機器１の動作を統括的に管理する
。
【００１５】
　記憶部１０３は、ＲＯＭ（Read Only Memory）及びＲＡＭ（Random Access Memory）等
の、制御部１００（ＣＰＵ１０１及びＤＳＰ１０２）が読み取り可能な非一時的な記録媒
体で構成されている。記憶部１０３には、電子機器１の動作、具体的には電子機器１が備
える無線通信部１１０、表示パネル１２０等の各構成要素の動作を制御するための各種プ
ログラムが記憶されている。制御部１００の各種機能は、ＣＰＵ１０１及びＤＳＰ１０２
が記憶部１０３内の各種プログラムを実行することによって実現される。なお、記憶部１
０３は、ＲＯＭ及びＲＡＭ以外の、コンピュータが読み取り可能な非一時的な記録媒体を
備えていても良い。記憶部１０３は、例えば、小型のハードディスクドライブ及びＳＳＤ
（Solid State Drive）等を備えていても良い。また、制御部１００のすべての機能ある
いは制御部１００の一部の機能は、その機能の実現にソフトウェアを必要としないハード
ウェア回路で構成されても良い。
【００１６】
　記憶部１０３には様々なアプリケーション（アプリケーションプログラム）が記憶され
ている。記憶部１０３には、例えば、電話機能を用いて通話を行うための電話アプリケー
ション、ウェブサイトを表示するためのブラウザ、電子メールの作成、閲覧及び送受信を
行うためのメールアプリケーションが記憶されている。また、記憶部１０３には、第１カ
メラ１５０、第２カメラ１６０及び第３カメラ１７０を利用して被写体を撮影するための
カメラアプリケーション、地図を表示するための地図表示アプリケーション、電子機器１
においてパズルゲーム等のゲームを行うためのゲームアプリケーション、記憶部１０３に
記憶されている音楽データの再生制御を行うための音楽再生制御アプリケーションなどが
記憶されている。
【００１７】
　無線通信部１１０は、アンテナ１１１を有している。無線通信部１１０は、電子機器１
とは別の携帯電話機からの信号、あるいはインターネットに接続されたウェブサーバ等の
通信装置からの信号を、基地局等を介してアンテナ１１１で受信する。無線通信部１１０
は、受信信号に対して増幅処理及びダウンコンバートを行って制御部１００に出力する。
制御部１００は、入力される受信信号に対して復調処理等を行って、当該受信信号に含ま
れる、音声や音楽などを示す音信号などを取得する。また無線通信部１１０は、制御部１
００で生成された、音信号等を含む送信信号に対してアップコンバート及び増幅処理を行
って、処理後の送信信号をアンテナ１１１から無線送信する。アンテナ１１１からの送信
信号は、基地局等を通じて、電子機器１とは別の携帯電話機、あるいはインターネットに
接続された通信装置で受信される。
【００１８】
　表示パネル１２０は、例えば、液晶表示パネルあるいは有機ＥＬパネルである。表示パ
ネル１２０は、制御部１００によって制御されることによって、文字、記号、図形などの
各種情報を表示する。表示パネル１２０は、機器ケース２内において、表示画面２０と対
向して配置されている。表示パネル１２０に表示される情報は表示画面２０に表示される
。表示画面２０及び表示パネル１２０によって、情報を表示することによって当該情報を
ユーザに示す表示部が構成される。
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【００１９】
　タッチパネル１３０は、表示画面２０に対する指等の操作子による操作を検出する。タ
ッチパネル１３０は、例えば、投影型静電容量方式のタッチパネルであって、表示画面２
０の裏側に配置されている。ユーザが指等の操作子によって表示画面２０に対して操作を
行ったとき、その操作に応じた電気信号がタッチパネル１３０から制御部１００に入力さ
れる。制御部１００は、タッチパネル１３０からの電気信号に基づいて、表示画面２０に
対して行われた操作の内容を特定して、その内容に応じた処理を行う。
【００２０】
　操作キー群１４０の各操作キー１４１は、ユーザによって押圧されると、操作されたこ
とを示す操作信号を制御部１００に出力する。これにより、制御部１００は、各操作キー
１４１について、当該操作キー１４１が操作されたか否かを判断することができる。制御
部１００は、操作された操作キー１４１に応じた処理を行う。
【００２１】
　マイク２００は、電子機器１の外部から入力される音を電気的な音信号に変換して制御
部１００に出力する。電子機器１の外部からの音は、機器ケース２の表面に設けられたマ
イク穴から電子機器１の内部に取り込まれてマイク２００に入力される。マイク穴は、例
えば、機器ケース２の下側の側面（底面）に設けられる。
【００２２】
　外部スピーカ１９０は、例えばダイナミックスピーカである。外部スピーカ１９０は、
制御部１００からの電気的な音信号を音に変換して出力する。外部スピーカ１９０から出
力される音はスピーカ穴２２から外部に出力される。スピーカ穴２２から出力される音は
、電子機器１から離れた場所でも聞こえるようになっている。
【００２３】
　レシーバ１８０は受話音を出力する。レシーバ１８０は例えばダイナミックスピーカで
構成されている。レシーバ１８０は、制御部１００からの電気的な音信号を音に変換して
出力する。レシーバ１８０から出力される音はレシーバ穴２１から外部に出力される。レ
シーバ穴２１から出力される音の音量は、スピーカ穴２２から出力される音の音量よりも
小さくなっている。なお、レシーバ１８０の代わりに、機器ケース２の前面部分を振動さ
せる、圧電振動素子等の振動素子を設けて、当該前面部分から音をユーザに伝えても良い
。
【００２４】
　電池２１０は電子機器１の電源を出力する。電池２１０は例えば充電式の電池である。
電池２１０から出力される電源は、電子機器１が備える制御部１００及び無線通信部１１
０などの各種回路に対して供給される。
【００２５】
　第１カメラ１５０は、レンズ１５１及び撮像素子などで構成されている。第２カメラ１
６０は、レンズ１６１及び撮像素子などで構成されている。第３カメラ１７０は、レンズ
１７１及び撮像素子などで構成されている。第１カメラ１５０、第２カメラ１６０及び第
３カメラ１７０のそれぞれは、制御部１００による制御に基づいて被写体を撮影し、撮影
した被写体を示す静止画像あるいは動画像を生成して制御部１００に出力する。なお、第
１カメラ１５０、第２カメラ１６０及び第３カメラ１７０の少なくとも一つは、被写体を
１ラインごとに撮影し、１ライン分の画像を生成するたびに当該１ライン分の画像を制御
部１００に出力しても良い。この場合には、制御部１００は、複数ライン分の画像に基づ
いて静止画像あるいは動画像を生成する。
【００２６】
　第３カメラ１７０のレンズ１７１は、電子機器１の前面から視認可能となっていること
から、第３カメラ１７０は、電子機器１の前面側（表示画面２０側）に存在する被写体を
撮影する。このような第３カメラ１７０は「インカメラ」と呼ばれることがある。以後、
第３カメラ１７０を「インカメラ１７０」と呼ぶことがある。
【００２７】
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　第１カメラ１５０のレンズ１５１は、電子機器１の背面から視認可能となっていること
から、第１カメラ１５０は、電子機器１の背面側に存在する被写体を撮影する。同様に、
第２カメラ１６０のレンズ１６１は、電子機器１の背面から視認可能となっていることか
ら、第２カメラ１６０は、電子機器１の背面側に存在する被写体を撮影する。このような
第１カメラ１５０及び第２カメラ１６０のそれぞれは、「アウトカメラ」と呼ばれること
がある。
【００２８】
　第１カメラ１５０は、第２カメラ１６０よりも広角に撮影できるカメラである。ここで
、「広角に撮影できるカメラ」とは、レンズ１５１，１６１のそれぞれが、画角が固定の
単焦点レンズである場合には、第１カメラ１５０の固定の画角が、第２カメラ１６０の固
定の画角よりも大きいことを意味する。言い換えれば、この場合の「広角に撮影できるカ
メラ」とは、第１カメラ１５０の固定の焦点距離が、第２カメラ１６０の固定の焦点距離
よりも小さいことを意味する。また、レンズ１５１が単焦点レンズであり、レンズ１６１
が、画角が可変のズームレンズである場合には、「広角に撮影できるカメラ」とは、第１
カメラ１５０の固定の画角が、第２カメラ１６０の可変の画角の最大値よりも大きいこと
を意味する。言い換えれば、この場合の「広角に撮影できるカメラ」とは、第１カメラ１
５０の固定の焦点距離が、第２カメラ１６０の可変の焦点距離の最小値よりも小さいこと
を意味する。また、レンズ１５１がズームレンズであり、レンズ１６１が単焦点レンズで
ある場合には、「広角に撮影できるカメラ」とは、第１カメラ１５０の可変の画角の最大
値が、第２カメラ１６０の固定の画角よりも大きいことを意味する。言い換えれば、この
場合の「広角に撮影できるカメラ」とは、第１カメラ１５０の可変の焦点距離の最小値が
、第２カメラ１６０の固定の焦点距離よりも小さいことを意味する。そして、レンズ１５
１及びレンズ１６１のそれぞれがズームレンズである場合には、「広角に撮影できるカメ
ラ」とは、第１カメラ１５０の可変の画角の最大値が、第２カメラ１６０の可変の画角の
最大値よりも大きいことを意味する。言い換えれば、この場合の「広角に撮影できるカメ
ラ」とは、第１カメラ１５０の可変の焦点距離の最小値が、第２カメラ１６０の可変の焦
点距離の最小値よりも小さいことを意味する。
【００２９】
　以後、説明の便宜上、第１カメラ１５０を「広角カメラ１５０」と呼び、第２カメラ１
６０を「標準カメラ１６０」と呼ぶ。本例では、広角カメラ１５０のレンズ１５１、標準
カメラ１６０のレンズ１６１及びインカメラ１７０のレンズ１７１のそれぞれは、単焦点
レンズである。なお、レンズ１５１，１６１，１７１の少なくとも一つがズームレンズで
あっても良い。
【００３０】
　電子機器１は、広角カメラ１５０、標準カメラ１６０及びインカメラ１７０のそれぞれ
についてのズーム機能を有している。つまり、電子機器１は、広角カメラ１５０が撮影す
る被写体をズームインする広角カメラズーム機能と、標準カメラ１６０が撮影する被写体
をズームインする標準カメラズーム機能と、インカメラ１７０が撮影する被写体をズーム
インするインカメラズーム機能とを有している。本例では、レンズ１５１，１６１，１７
１のそれぞれは単焦点レンズであることから、広角カメラズーム機能、標準カメラズーム
機能及びインカメラズーム機能のそれぞれはデジタルズーム機能である。なお、広角カメ
ラズーム機能、標準カメラズーム機能及びインカメラズーム機能の少なくとも一つが光学
ズーム機能であっても良い。
【００３１】
　広角カメラ１５０及び標準カメラ１６０のそれぞれのズーム倍率が１倍である場合には
、広角カメラ１５０の撮影範囲（以後、「広角撮影範囲」と呼ぶ）は、標準カメラ１６０
の撮影範囲（以後、「標準撮影範囲」と呼ぶ）よりも広く、標準カメラ１６０の撮影範囲
を含んでいる。図５は、広角カメラ１５０及び標準カメラ１６０のズーム倍率が１倍であ
る場合の広角撮影範囲１５５及び標準撮影範囲１６５の関係を模式的に示す図である。
【００３２】
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　＜カメラアプリケーション実行時の電子機器の動作について＞
　図６はカメラアプリケーションが実行される際の電子機器１の動作を示すフローチャー
トである。表示画面２０に対して所定の操作が行われると、図６に示されるように、ステ
ップｓ１において、制御部１００は、記憶部１０３内のカメラアプリケーションの実行を
開始する。カメラアプリケーションが実行されていないときは、広角カメラ１５０、標準
カメラ１６０及びインカメラ１７０は動作していない。つまり、広角カメラ１５０、標準
カメラ１６０及びインカメラ１７０に対しては電源が供給されていない。制御部１００は
、カメラアプリケーションの実行を開始すると、ステップｓ２において、広角カメラ１５
０、標準カメラ１６０及びインカメラ１７０のうちの広角カメラ１５０だけに電源を供給
して当該広角カメラ１５０を起動する。これより、広角カメラ１５０が使用カメラとなる
。本例では、あるカメラが使用カメラである場合には、他のカメラには電源が供給されな
い。また、カメラが起動するとは、当該カメラに対して電源の供給が開始することを意味
する。制御部１００は、広角カメラ１５０、標準カメラ１６０及びインカメラ１７０に対
する電源の供給を制御する。
【００３３】
　ステップｓ２の後、制御部１００は、ステップｓ３において、広角カメラ１５０で撮影
されるスルー画像（以後、「広角スルー画像」と呼ぶことがある）を表示パネル１２０に
表示させる。つまり、制御部１００は、広角カメラ１５０において所定のフレームレート
で連続的に撮影される撮影画像をリアルタイムに表示パネル１２０に表示させる。このと
き、制御部１００は、標準撮影範囲を広角スルー画像に重ねて表示パネル１２０に表示さ
せる。これにより、広角スルー画像と標準撮影範囲が表示画面２０に表示される。広角カ
メラ１５０で得られる広角スルー画像は、制御部１００によって、記憶部１０３内の揮発
性メモリに記憶される。
【００３４】
　図７はカメラアプリケーション実行中の表示画面２０の表示の一例を示す図である。図
７には、広角スルー画像３００と標準撮影範囲を表示する表示画面２０が示されている。
【００３５】
　図７に示されるように、広角スルー画像３００は、表示画面２０の中央領域４２０（上
側端部４００及び下側端部４１０以外の領域）に表示される。つまり、中央領域４２０に
は、広角撮影範囲内の被写体が表示される。そして、広角スルー画像３００に重ねて、標
準撮影範囲の外形を示す標準撮影範囲枠３５０が表示される。広角スルー画像３００にお
ける、標準撮影範囲枠３５０内の部分画像は、標準撮影範囲内の被写体を示す画像である
。
【００３６】
　このように、広角カメラ１５０が使用される際には、広角カメラ１５０で撮影されるス
ルー画像３００に重ねて、標準カメラ１６０の標準撮影範囲が表示される。したがって、
ユーザは、一つの画面において、広角カメラ１５０で撮影される被写体と、標準カメラ１
６０で撮影される被写体との両方を確認することができる。
【００３７】
　カメラアプリケーションの実行中では、図７に示されるように、表示画面２０の下側端
部４１０に操作ボタン３１０が表示され、表示画面２０の上側端部４００にモード切り替
えボタン３２０、カメラ切り替えボタン３３０及び表示切り替えボタン３４０が表示され
る。
【００３８】
　モード切り替えボタン３２０は、電子機器１の撮影モードを切り替えるための操作ボタ
ンである。電子機器１の撮影モードが静止画像撮影モードである場合に、タッチパネル１
３０が、モード切り替えボタン３２０に対する所定の操作（例えばタップ操作）を検出す
ると、制御部１００は、電子機器１の撮影モードを静止画像撮影モードから動画像撮影モ
ードに切り替える。また、電子機器１の撮影モードが動画像撮影モードである場合に、タ
ッチパネル１３０が、モード切り替えボタン３２０に対する所定の操作を検出すると、制
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御部１００は、電子機器１の撮影モードを動画像撮影モードから静止画像撮影モードに切
り替える。
【００３９】
　カメラ切り替えボタン３２０は、使用カメラを切り替えるための操作ボタンである。使
用カメラが広角カメラ１５０である場合に、タッチパネル１３０がカメラ切り替えボタン
３２０に対する所定の操作（例えばタップ操作）を検出すると、制御部１００は使用カメ
ラを広角カメラ１５０から例えば標準カメラ１６０に切り替える。使用カメラが標準カメ
ラ１６０である場合に、タッチパネル１３０がカメラ切り替えボタン３２０に対する所定
の操作を検出すると、制御部１００は使用カメラを標準カメラ１６０からインカメラ１７
０に切り替える。使用カメラがインカメラ１７０である場合に、タッチパネル１３０がカ
メラ切り替えボタン３２０に対する所定の操作を検出すると、制御部１００は使用カメラ
をインカメラ１７０から広角カメラ１５０に切り替える。
【００４０】
　表示切り替えボタン３４０は、標準撮影範囲の表示／非表示を切り替えるための操作ボ
タンである。表示切り替えボタン３４０は、表示画面２０に広角スルー画像３００が表示
されている場合にだけ表示される。表示画面２０に標準撮影範囲枠３５０が表示されてい
る場合に、タッチパネル１３０が、表示切り替えボタン３４０に対する所定の操作（例え
ばタップ操作）を検出すると、制御部１００は、表示パネル１２０に標準撮影範囲枠３５
０の表示を消去させる。表示画面２０に標準撮影範囲枠３５０が表示されていない場合に
、タッチパネル１３０が表示切り替えボタン３４０に対する所定の操作を検出すると、制
御部１００は、表示パネル１２０に標準撮影範囲枠３５０を表示させる。
【００４１】
　操作ボタン３１０は、電子機器１の撮影モードが静止画像撮影モードである場合にはシ
ャッターボタンとして機能する。一方で、操作ボタン３１０は、電子機器１の撮影モード
が動画像撮影モードである場合には撮影開始及び停止を行うための操作ボタンとして機能
する。撮影モードが静止画像撮影モードである場合に、タッチパネル１３０が操作ボタン
３１０に対する所定の操作（例えばタップ操作）を検出すると、制御部１００は、操作ボ
タン３１０が操作されたときに使用カメラ（図７の例では広角カメラ１５０）で撮影され
た静止画像を記憶部１０３内の不揮発性メモリに記憶するとともに、当該静止画像を表示
パネル１２０に表示させる。撮影モードが動画像撮影モードである場合に、タッチパネル
１３０が操作ボタン３１０に対する所定の操作（例えばタップ操作）を検出すると、制御
部１００は、使用カメラで撮影される動画像（スルー画像）についての記憶部１０３内の
不揮発性メモリへの記憶を開始する。その後、タッチパネル１３０が操作ボタン３１０に
対する所定の操作を検出すると、制御部１００は、使用カメラで撮影される動画像につい
ての記憶部１０３内の不揮発性メモリへの記憶を停止する。
【００４２】
　ステップｓ３の後、ステップｓ４において、タッチパネル１３０が、表示画面２０のう
ち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲内の領域４２０ａ、つまり表示画面２０
のうち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲枠３５０内の領域４２０ａに対する
所定の操作（例えばタップ操作）を検出すると、ステップｓ５において、制御部１００は
、使用カメラを広角カメラ１５０から標準カメラ１６０に切り替える。図８はユーザが自
身の指５００によって標準撮影範囲枠３５０内の領域４２０ａをタップ操作する様子を示
す図である。
【００４３】
　ステップｓ５において使用カメラが標準カメラ１６０に切り替えられると、ステップｓ
６において、制御部１００は、標準カメラ１６０で撮影されるスルー画像（以後、「標準
スルー画像」と呼ぶことがある）３６０を表示パネル１２０に表示させる。これにより、
図９に示されるように、表示画面２０の中央領域４２０に標準スルー画像３６０が表示さ
れる。
【００４４】
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　一方で、ステップｓ３の後、ステップｓ７において、タッチパネル１３０が、表示画面
２０のうち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲外の領域４２０ｂ、つまり表示
画面２０のうち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲枠３５０外の領域４２０ｂ
に対する所定の操作（例えばタップ操作）を検出すると（図１０参照）、ステップｓ８に
おいて、制御部１００は、表示パネル１２０に、標準撮影範囲の表示、つまり標準撮影範
囲枠３５０の表示を消去させる。これにより、図１１に示されるように、表示画面２０に
おいて標準撮影範囲枠３５０の表示が消去される。図１０には、ユーザが自身の指５００
によって表示画面２０における、標準撮影範囲枠３５０外の領域４２０ｂをタップ操作す
る様子が示されている。
【００４５】
　なお、カメラ切り替えボタン３３０が操作されて、使用カメラが広角カメラ１５０に設
定された場合にも、言い換えれば、カメラ切り替えボタン３３０が操作されて広角カメラ
１５０が起動した場合にも、表示画面２０には、広角カメラ１５０で撮影されるスルー画
像に重ねて標準撮影範囲が表示される。
【００４６】
　以上のように、電子機器１では、広角カメラ１５０で撮影されるスルー画像に重ねて標
準撮影範囲が表示されるため、ユーザは、広角カメラ１５０で撮影される被写体と標準カ
メラ１６０で撮影される被写体の両方を同時に確認することができる。よって、ユーザは
、広角カメラ１５０で撮影される被写体と標準カメラ１６０で撮影される被写体の両方を
同時に確認した上で、撮影に使用するカメラを決定することができる。よって、ユーザは
意図した撮影を容易に電子機器１に実行させることができ、ユーザが望む撮影画像が得ら
れやすくなる。
【００４７】
　また、ユーザは、電子機器１に対して使用カメラを切り替える操作を行うことなく、広
角カメラ１５０で撮影される被写体と標準カメラ１６０で撮影される被写体の両方を確認
することができることから、電子機器１の操作性が向上する。
【００４８】
　また、ユーザは、表示画面２０のうち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲内
の領域に対して操作を行うことによって、電子機器１に使用カメラを広角カメラ１５０か
ら標準カメラ１６０に切り替えさせることができる。したがって、ユーザは、簡単に、電
子機器１に使用カメラを標準カメラ１６０に切り替えさせることができる。
【００４９】
　また、ユーザは、表示画面２０のうち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲外
の領域に対して操作を行うことによって、電子機器１に標準撮影範囲の表示を消去させる
ことができる。したがって、ユーザは、簡単に、電子機器１に標準撮影範囲の表示を消去
させることができる。
【００５０】
　なお、表示画面２０のうち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲内の領域に対
して所定の操作を行うことによって、使用カメラが広角カメラ１５０から標準カメラ１６
０に切り替わることをユーザに通知するメッセージ６００を表示しても良い。図１２は当
該メッセージ６００の表示例を示す図である。メッセージ６００は、例えば、広角カメラ
１５０が起動してから一定時間表示され、その後消去される。
【００５１】
　また上記の例では、カメラアプリケーションの実行が開始すると、広角カメラ１５０が
起動していたが、標準カメラ１６０が起動しても良いし、インカメラ１７０が起動しても
良い。この場合には、ユーザがカメラ切り替えボタン３３０を操作し、使用カメラが広角
カメラ１５０になったときに表示画面２０に標準撮影範囲が表示される。
【００５２】
　また、表示切り替えボタン３４０は、広角スルー画像３００が表示画面２０に表示され
ている場合であっても、表示されなくて良い。つまり、表示切り替えボタン３４０は常に
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表示されなくても良い。
【００５３】
　また、表示画面２０に標準撮影範囲が表示されている場合には、図１３に示されるよう
に、操作ボタン３１０は表示画面２０に表示されなくても良い。この場合には、ユーザが
、表示画面２０のうち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲外の領域に対して所
定の操作を行うと（図１０参照）、標準撮影範囲の表示が消去されるとともに、操作ボタ
ン３１０が表示画面２０に表示される（図１１参照）。なお、表示画面２０に標準撮影範
囲が表示されていない場合には、操作ボタン３１０は表示画面２０に表示される。
【００５４】
　また、電子機器１が、使用カメラについてのオートフォーカス機能を有する場合には、
ユーザが、使用カメラで撮影されるスルー画像を表示する表示画面２０に対して所定の操
作を行うことによって、当該使用カメラのフォーカスを合わせる位置を指定できるように
しても良い。具体的には、使用カメラで撮影されるスルー画像を表示する表示画面２０の
中央領域４２０に対して、ユーザが、フォーカスを合わせる位置を指定する操作（例えば
タップ操作）を行うと、制御部１００は、当該中央領域４２０において、当該操作が行わ
れた位置に示される被写体をフォーカスを合わせる対象とし、当該対象に使用カメラのフ
ォーカスを合わせるオートフォーカス処理を実行する。フォーカスを合わせる位置を指定
する操作（以後、「位置指定操作」と呼ぶことがある）は、フォーカスを合わせる対象（
以後、「フォーカス合わせ対象」と呼ぶことがある）を指定する操作であると言える。表
示画面２０に標準撮影範囲が表示されている場合に、表示画面２０のうち、当該表示画面
２０に表示される標準撮影範囲外の領域に対して位置指定操作が行われると、当該位置指
定操作に応じたオートフォーカス処理が実行されるとともに、標準撮影範囲の表示が消去
される。また、表示画面２０に標準撮影範囲が表示されている場合に、表示画面２０のう
ち、当該表示画面２０に表示される標準撮影範囲内の領域に対して位置指定操作が行われ
ると、使用カメラが広角カメラ１５０から標準カメラ１６０に切り替えられる。このとき
、制御部１００は、使用カメラを標準カメラ１６０に切り替えた後、標準カメラ１６０で
撮影されるスルー画像を表示する中央領域４２０に表示される被写体のうち、使用カメラ
が広角カメラ１５０であるときに位置指定操作によって指定されたフォーカス合わせ対象
に、標準カメラ１６０のフォーカスを合わせるオートフォーカス処理を実行する。
【００５５】
　＜各種変形例＞
　以下に各種変形例について説明する。
【００５６】
　＜標準撮影範囲の表示タイミング＞
　上記の例では、制御部１００は、広角カメラ１５０の起動時に標準撮影範囲を表示パネ
ル１２０に表示させていたが、広角カメラ１５０の起動後、所定の条件が満足したときに
標準撮影範囲を表示パネル１２０を表示させても良い。以下にこの場合の各種変形例につ
いて説明する。
【００５７】
　＜第１変形例＞
　本変形例では、制御部１００は、広角カメラ１５０の起動後、標準撮影範囲内に人の顔
が存在し、かつ広角撮影範囲のうち、標準撮影範囲外の領域に人の顔が存在しないときに
、標準撮影範囲を表示パネル１２０に表示させる。図１４は本変形例に係る電子機器１の
動作を示すフローチャートである。
【００５８】
　カメラアプリケーションの実行が開始したり、カメラ切り替えボタン３３０が操作され
たりして、ステップｓ１１において広角カメラ１５０が起動すると、ステップｓ１２にお
いて、制御部１００は、広角カメラ１５０で撮影されるスルー画像を表示パネル１２０に
表示させる。このとき、表示パネル１２０では標準撮影範囲が表示されない。
【００５９】
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　次にステップｓ１３において、制御部１００は、標準撮影範囲内に人の顔が存在するか
否かを判定する。このとき、制御部１００は、広角カメラ１５０での撮影画像に基づいて
、標準撮影範囲内に人の顔が存在するか否かを判定する。具体的には、制御部１００は、
広角カメラ１５０での撮影画像から、標準撮影範囲内の被写体が映る部分画像を抽出する
。制御部１００は、広角撮影範囲のうちのどの部分が標準撮影範囲に相当するかを認識し
ていることから、広角カメラ１５０での撮影画像から、標準撮影範囲内の被写体が映る部
分画像を抽出することができる。そして、制御部１００は、抽出した部分画像内に人の顔
を示す顔画像が含まれているか否かを判定する。制御部１００は、抽出した部分画像内に
人の顔を示す顔画像が含まれている場合には、標準撮影範囲内に人の顔が存在すると判定
する。一方で、制御部１００は、抽出した部分画像内に人の顔を示す顔画像が含まれてい
ない場合には、標準撮影範囲内に人の顔が存在しないと判定する。制御部１００は、標準
撮影範囲内に人の顔が存在すると判定するまで、ステップｓ１３を繰り返し実行する。
【００６０】
　制御部１００は、ステップｓ１３において、標準撮影範囲内に人の顔が存在すると判定
すると、ステップｓ１４において、広角撮影範囲のうち、標準撮影範囲外の領域に人の顔
が存在するか否かを判定する。このとき、制御部１００は、広角カメラ１５０での撮影画
像に基づいて、広角撮影範囲のうち、標準撮影範囲外の領域に人の顔が存在するか否かを
判定する。具体的には、制御部１００は、広角カメラ１５０での撮影画像から、広角撮影
範囲における、標準撮影範囲外の領域内の被写体が映る部分画像を抽出する。そして、制
御部１００は、抽出した部分画像内に人の顔を示す顔画像が含まれているか否かを判定す
る。制御部１００は、抽出した部分画像内に人の顔を示す顔画像が含まれている場合には
、広角撮影範囲のうち、標準撮影範囲外の領域に人の顔が存在すると判定する。一方で、
制御部１００は、抽出した部分画像内に人の顔を示す顔画像が含まれていない場合には、
広角撮影範囲のうち、標準撮影範囲外の領域に人の顔が存在しないと判定する。
【００６１】
　制御部１００は、ステップｓ１４において、広角撮影範囲のうち、標準撮影範囲外の領
域に人の顔が存在すると判定すると、上述のステップｓ１３を実行する。一方で、制御部
１００は、ステップｓ１４において、広角撮影範囲のうち、標準撮影範囲外の領域に人の
顔が存在しないと判定すると、ステップｓ１５において、上述の図７等に示されるように
、広角スルー画像３００に重ねて標準撮影範囲（標準撮影範囲枠３５０）を表示する。標
準撮影範囲が表示画面２０に表示される場合には、図７，８の表示例のように、表示画面
２０のうち、標準撮影範囲内の領域４２０ａだけに人の顔が表示される。一方で、表示画
面２０に標準撮影範囲が表示されない場合には、表示画面２０に人の顔が表示されていな
いか、図１５に示されるように、表示画面２０のうち、標準撮影範囲内の被写体を表示す
る領域４２１外の領域４２２だけに人の顔が表示されている。
【００６２】
　ステップｓ１５の後、上述のステップｓ４が実行されると、ステップｓ５，ｓ６が実行
される。また、ステップｓ１５の後、ステップｓ７が実行されると、ステップｓ８が実行
される。
【００６３】
　このように、本変形例では、標準撮影範囲内に人の顔が存在し、かつ広角撮影範囲のう
ち、標準撮影範囲外の領域に人の顔が存在しないときに標準撮影範囲が表示されることか
ら、標準撮影範囲が常に表示されて標準撮影範囲の表示をユーザが煩わしく感じることを
抑制することができる。
【００６４】
　＜第２変形例＞
　本変形例では、制御部１００は、広角カメラ１５０の起動後、電子機器１の姿勢が安定
しているときに標準撮影範囲を表示パネル１２０に表示させる。図１６は本変形例に係る
電子機器１の動作を示すフローチャートである。
【００６５】
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　カメラアプリケーションの実行が開始したり、カメラ切り替えボタン３３０が操作され
たりして、ステップｓ２１において広角カメラ１５０が起動すると、ステップｓ２２にお
いて、制御部１００は、広角カメラ１５０で撮影されるスルー画像を表示パネル１２０に
表示させる。このとき、表示パネル１２０では標準撮影範囲が表示されない。
【００６６】
　次にステップｓ２３において、制御部１００は、電子機器１の姿勢が安定しているか否
かを判定する。例えば、制御部１００は、広角カメラ１５０での撮影画像に基づいて、電
子機器１の姿勢が安定しているか否かを判定する。具体的には、制御部１００は、まず、
広角カメラ１５０において連続的に撮影された複数枚の撮影画像を比較する。そして、制
御部１００は、当該複数枚の撮影画像の間の差が小さいときには電子機器１の姿勢が安定
している判定し、当該差が小さくはないときには電子機器１の姿勢が安定していないと判
定する。制御部１００は、電子機器１の姿勢が安定していると判定するまで、ステップｓ
２３を繰り返し実行する。
【００６７】
　なお、電子機器１に加速度センサが設けられている場合には、制御部１００は、加速度
センサの出力信号に基づいて、電子機器１の姿勢が安定しているか否かを判定しても良い
。この場合、制御部１００は、加速度センサの出力信号の変化量を求めて、当該変化量が
しきい値以下のとき電子機器１の姿勢が安定している判定し、当該変化量が当該しきい値
よりも大きいとき電子機器１の姿勢が安定していないと判定する。
【００６８】
　制御部１００は、ステップｓ２３において、電子機器１の姿勢が安定していると判定す
ると、ステップｓ２４において、上述の図７等に示されるように、広角スルー画像３００
に重ねて標準撮影範囲（標準撮影範囲枠３５０）を表示する。
【００６９】
　このように、本変形例では、電子機器１の姿勢が安定しているときに標準撮影範囲が表
示されることから、撮影対象が定まっているときに、言い換えれば撮影の構図が定まって
いるときに、電子機器１は表示画面２０に標準撮影範囲を表示することができる。よって
、標準撮影範囲が常に表示されて標準撮影範囲の表示をユーザが煩わしく感じることを抑
制することができる。
【００７０】
　なお、制御部１００は、広角撮影範囲内に人の顔が存在するときには上述のステップｓ
１３以降を実行し、広角撮影範囲内に人の顔が存在しないときにはステップｓ２３以降を
実行しても良い。図１７はこの場合の電子機器１の動作を示すフローチャートである。
【００７１】
　図１７に示されるように、ステップｓ３１において広角カメラ１５０が起動すると、ス
テップｓ３２において、制御部１００は、広角カメラ１５０で撮影されるスルー画像を表
示パネル１２０に表示させる。このとき、表示パネル１２０では標準撮影範囲が表示され
ない。
【００７２】
　次にステップｓ３３において、制御部１００は、広角撮影範囲内に人の顔が存在するか
否かを判定する。このとき、制御部１００は、広角カメラ１５０での撮影画像に基づいて
、広角撮影範囲内に人の顔が存在するか否かを判定する。具体的には、制御部１００は、
広角カメラ１５０での撮影画像内に人の顔を示す顔画像が含まれているか否かを判定する
。制御部１００は、広角カメラ１５０での撮影画像内に人の顔を示す顔画像が含まれてい
る場合には、広角撮影範囲内に人の顔が存在すると判定する。一方で、制御部１００は、
広角カメラ１５０での撮影画像内に人の顔を示す顔画像が含まれていない場合には、広角
撮影範囲内に人の顔が存在しないと判定する。
【００７３】
　制御部１００は、ステップｓ３３において、広角カメラ１５０での撮影画像内に人の顔
が存在すると判定すると、上述のステップｓ１３以降の処理を動作する。本例では、ステ
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ップｓ１３においてＮｏと判定された場合とステップｓ１４においてＹｅｓと判定された
場合には、ステップｓ３３が実行される。一方で、制御部１００は、ステップｓ３３にお
いて、広角カメラ１５０での撮影画像内に人の顔が存在しないと判定すると、上述のステ
ップｓ２３以降の処理を実行する。本例では、ステップｓ２３においてＮｏと判定された
場合、ステップｓ３３が実行される。
【００７４】
　＜第３変形例＞
　本変形例では、制御部１００は、広角カメラ１５０の起動後、表示画面２０のうち、標
準撮影範囲内の被写体を表示する領域４２１（図１５参照）に対して、フォーカスを合わ
せる位置を指定する位置指定操作が行われたとき、標準撮影範囲を表示する。図１８は本
変形例に係る電子機器１の動作を示すフローチャートである。
【００７５】
　カメラアプリケーションの実行が開始したり、カメラ切り替えボタン３３０が操作され
たりして、ステップｓ４１において広角カメラ１５０が起動すると、ステップｓ４２にお
いて、制御部１００は、広角カメラ１５０で撮影されるスルー画像を表示パネル１２０に
表示させる。このとき、表示パネル１２０では標準撮影範囲が表示されない。
【００７６】
　次にステップｓ４３において、制御部１００は、タッチパネル１３０が、表示画面２０
のうち、標準撮影範囲内の被写体を表示する領域４２１に対する位置指定操作を検出する
と、ステップｓ４４において、上述の図７等に示されるように、広角スルー画像３００に
重ねて標準撮影範囲（標準撮影範囲枠３５０）を表示する。図１９は、表示画面２０のう
ち、標準撮影範囲内の被写体を表示する領域４２１に対して、ユーザが指５００で位置指
定操作を行う様子を示す図である。
【００７７】
　制御部１００は、ステップｓ４３において、タッチパネル１３０が領域４２１に対する
位置指定操作を検出すると、表示画面２０に標準撮影範囲を表示するとともに、表示画面
２０において、当該位置指定操作が行われた位置に表示される被写体に、広角カメラ１５
０のフォーカスを合わせるオートフォーカス処理を実行する。つまり、制御部１００は、
表示画面２０に表示される広角撮影範囲内の被写体のうち、位置指定操作によって指定さ
れたフォーカス合わせ対象に広角カメラ１５０のフォーカスを合わせるオートフォーカス
処理を実行する。これにより、表示画面２０に表示されるスルー画像３００においては、
ユーザによって指定された位置にフォーカスが合うことになる。
【００７８】
　なお、表示画面２０のうち、標準撮影範囲内の被写体を表示する領域４２１外の領域４
２２（図１５，１９参照）に対して位置指定操作が行われたときには、当該位置指定操作
に応じたオートフォーカス処理は実行されるものの、標準撮影範囲は表示されない。
【００７９】
　また、制御部１００は、ステップｓ４３，ｓ４４の後に上述のステップｓ４～ｓ６が実
行される場合には、表示画面２０に表示される標準スルー画像に映る被写体のうち、ステ
ップｓ４３で検出された位置指定操作によって指定されたフォーカス合わせ対象に標準カ
メラ１６０のフォーカスを合せるオートフォーカス処理を実行しても良い。例えば、ステ
ップｓ４３において、ユーザが表示画面２０に表示される広角スルー画像に映る人物Ａを
位置指定操作によって指定したとすると、制御部１００は、その後のステップｓ６におい
て、表示画面２０に表示される標準スルー画像に映る被写体に含まれる人物Ａに標準カメ
ラ１６０のフォーカスを合わせる。これにより、ユーザは、使用カメラが広角カメラ１５
０から標準カメラ１６０に切り替わった後に、再度位置指定操作を行う必要がなくなる。
よって、電子機器１の操作性が向上する。
【００８０】
　このように、本変形例では、表示画面２０のうち、標準撮影範囲内の被写体を表示する
領域４２１に対して位置指定操作が行われたとき、標準撮影範囲が表示されることから、
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標準撮影範囲が常に表示されて標準撮影範囲の表示をユーザが煩わしく感じることを抑制
することができる。
【００８１】
　＜広角カメラから標準カメラへの切り替え＞
　制御部１００は、広角スルー画像が表示画面２０に表示されている場合に、電子機器１
に対して、広角撮影範囲内の被写体をズームインするズームイン操作が行われたとき、使
用カメラを広角カメラ１５０から標準カメラ１６０に切り替えても良い。図２０は本変形
例に係る電子機器１の動作を示すフローチャートである。
【００８２】
　広角スルー画像が表示画面２０に表示されている場合に（ステップｓ５１）、ステップ
ｓ５２において、広角撮影範囲内の被写体をズームインするズームイン操作が表示画面２
０に対して行われたことをタッチパネル１３０が検出すると、制御部１００は、ステップ
ｓ５３において、検出されたズームイン操作に応じたズーム倍率を決定する。そして、制
御部１００は、ステップｓ５４において、決定したズーム倍率がしきい値を超えているか
否かを判定する。制御部１００は、ズーム倍率を決定すると、広角カメラ１５０で撮影さ
れる被写体を、決定したズーム倍率だけズームする。これにより、表示画面２０に表示さ
れる広角スルー画像では、広角撮影範囲内の被写体が拡大されて示される。
【００８３】
　制御部１００は、ステップｓ５４においてズーム倍率がしきい値を超えていると判定す
ると、ステップｓ５５において使用カメラを広角カメラ１５０から標準カメラ１６０に切
り替える。一方で、制御部１００は、ステップｓ５４においてズーム倍率がしきい値を超
えていないと判定すると、使用カメラを切り替えない。制御部１００は、ステップｓ５４
においてＮｏと判定した後、ステップｓ５２が実行されると、以後同様に動作する。
【００８４】
　ステップｓ５４で使用されるしきい値は、例えば、広角カメラ１５０のズーム倍率が１
倍のときの広角撮影範囲の大きさと、標準カメラ１６０のズーム倍率が１倍のときの標準
撮影範囲の大きさとに基づいて決定することができる。具体的には、標準カメラ１６０の
ズーム倍率が１倍のときの標準撮影範の大きさに対する、広角カメラ１５０のズーム倍率
が１倍のときの広角撮影範囲の大きさの比を、ステップｓ５４で使用されるしきい値とす
ることができる。例えば、広角カメラ１５０のズーム倍率が１倍のときの広角撮影範囲の
大きさが、標準カメラ１６０のズーム倍率が１倍のときの標準撮影範囲の大きさの１．５
倍である場合には、ステップｓ５４で使用されるしきい値を１．５倍とする。なお、しき
い値の決定方法はこれ以外であっても良い。
【００８５】
　使用カメラの撮影範囲内の被写体をズームインするズームイン操作としては、例えば、
ピンチアウト操作を採用することができる。図２１は、表示画面２０における、広角スル
ー画像３００を表示する中央領域４２０に対して、ズームイン操作としてのピンチアウト
操作が行われる様子を示す図である。ピンチアウト操作とは、図２１に示されるように、
２本の指（例えば親指と人差し指）が表示画面２０に接触した状態、あるいは近接した状
態で、当該２本の指が離れる（開く）操作である。ズームイン時のズーム倍率は、ピンチ
アウト操作において離れていく２本の指の間の距離（開いていく２本の指が成す角度）に
よって決定される。ピンチアウト操作を行う２本の指が離れるほど、ズーム倍率が大きく
なる。
【００８６】
　また使用カメラの撮影範囲内の被写体をズームアウトするズームアウト操作としては、
例えば、ピンチイン操作を採用することができる。図２２は、表示画面２０における、広
角スルー画像３００を表示する中央領域４２０に対して、ズームアウト操作としてのピン
チイン操作が行われている様子を示す図である。ピンチイン操作とは、図２２に示される
ように、２本の指が表示画面２０に接触した状態、あるいは近接した状態で、当該２本の
指が近づく（閉じる）操作である。ズームアウト時のズーム倍率は、ピンチイン操作にお
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れる。ピンチイン操作を行う２本の指が近づくほど、ズーム倍率が小さくなる。
【００８７】
　なお図２０の例では、制御部１００は、ズーム倍率がしきい値を超えている場合に、使
用カメラを広角カメラ１５０から標準カメラ１６０に切り替えているが、ズームイン操作
が行われたら、ズーム倍率にかかわらず、使用カメラを広角カメラ１５０から標準カメラ
１６０に切り替えても良い。
【００８８】
　また制御部１００は、上述の図７等に示されるように、表示画面２０に標準撮影範囲が
表示されているときには、ステップｓ５４，ｓ５５を実行しなくても良い。
【００８９】
　このように、本変形例では、広角スルー画像が表示画面２０に表示されている場合に、
電子機器１に対して、広角撮影範囲内の被写体をズームインするズームイン操作が行われ
たとき、使用カメラが広角カメラ１５０から標準カメラ１６０に切り替えられることから
、ユーザは、簡単に、電子機器１に使用カメラを広角カメラ１５０から標準カメラ１６０
に切り替えさせることができる。よって、電子機器１の操作性が向上する。
【００９０】
　＜標準カメラから広角カメラへの切り替え＞
　制御部１００は、標準スルー画像３６０が表示画面２０に表示されている場合であって
、標準カメラ１６０のズーム倍率が１倍である場合に、標準撮影範囲内の被写体をズーム
アウトするズームアウト操作が行われたとき、使用カメラを標準カメラ１６０から広角カ
メラ１５０に切り替えても良い。これにより、ユーザは、簡単に、電子機器１に使用カメ
ラを標準カメラ１６０から広角カメラ１５０に切り替えさせることができる。よって、電
子機器１の操作性が向上する。図２２は、表示画面２０における、標準スルー画像３６０
を表示する中央領域４２０に対して、ズームアウト操作としてのピンチイン操作が行われ
る様子を示す図である。
【００９１】
　上記の各例では、電子機器１は、スマートフォン等の携帯電話機であったが、携帯電話
機以外の装置であっても良い。例えば、電子機器１は、タブレット端末あるいはパーソナ
ルコンピュータなどであっても良い。
【００９２】
　以上のように、電子機器１は詳細に説明されたが、上記した説明は、全ての局面におい
て例示であって、この開示がそれに限定されるものではない。また、上述した各種変形例
は、相互に矛盾しない限り組み合わせて適用可能である。そして、例示されていない無数
の変形例が、この開示の範囲から外れることなく想定され得るものと解される。
【符号の説明】
【００９３】
　１　電子機器
　２０　表示画面
　１００　制御部
　１２０　表示パネル
　１３０　タッチパネル
　１５０　第１カメラ（広角カメラ）
　１６０　第２カメラ（標準カメラ）
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